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1.　緒　　　　言

世界的に地球温暖化への取組みが加速㎈

．それに伴い，水素を輸送・貯蔵
するためのキャリアも注目されており，そのなかで IHI

はアンモニアに着目し種々開発を進めている．肥料や化学
材料の原料として広く世の中に流通しているアンモニア
は，① 単位体積当たりの水素含有量が大きい，② 既存の
製造・輸送・貯蔵インフラを活用できる，③ 水素に再変
換することなく直接燃焼が可能である，などの特長から，
早期に社会実装が可能と考えられるためである．IHI では，
第 1 図に示すアンモニアのサプライチェーン構築を目指
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2 削減を実現できるだけでなく，火炉内の
灰付着や灰処理量，硫化腐食の緩和なども期待されてい
る．しかし，対照的に幾つかの懸念事項が存在することも
事実である．燃料の一部が石炭からアンモニアに置き換わ
ることによるボイラ収熱量の変化や，アンモニアの燃焼に
伴う NOx 発生などボイラの性能面に関する懸念が挙げら
れる．また，従来石炭火力発電所においては NOx の還元
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IHI is accelerating studies such as “Building carbon-free energy networks using ammonia as fuel” in the mission of reducing 
greenhouse gas emissions. Several items have been researched and developed to construct this system. This paper introduces the 
development of the co-firing method of pulverized coal and ammonia in a coal fired plant. We have faced numerous challenges 
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2. 2　大型発電用石炭焚きボイラを対象としたフィージ 

　　　   ビリティスタディ

2. 2. 1　目　　的

2. 2 節
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なるが，空気の割振り量が変化し二次燃焼空気の割合が増
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し，これら既設設備の流用についてはある 1 条件での評
価結果であり，使用する炭種や混焼率などによって変化す
るため引き続き配慮が必要である．また，燃料投入のタイ
ミングや低負荷域での運用，アンモニア混焼停止・除害手
法などボイラの運用面での項目について，今後引き続き検
討していく．
今回のアンモニア混焼における性能や設備面の課題に対
して，引き続き研究・開発を進めているが，将来的には既
設プラントへ適用できるよう実機による運転評価を実施す
る必要がある．課題解決のための新たなバーナ開発や
フィージビリティスタディを進めるとともに，スケール
アップした際の運転状態を評価するための実証先候補地を
早期に確定し，実証事業を実現していく．世の中の流れと
して環境配慮への動きが加速しているなかで，IHI はアン
モニア混焼技術が温室効果ガス削減の一助となるよう研
究・開発を加速させていく．
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